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　㈱桑山は、新規設備の導
入により、これまで自社では
製造できなかったタネル
チェーンを一貫生産できる体
制を整えた。“誠実を礎として
創造性豊かな製品の提供”を
理念に掲げる桑山の、ものづ
くりへのあくなき探究心がこ
の挑戦を現実にした。
　二方向のひねりを加えなが
ら編み上げる「タネルチェー
ン」は、均整のとれた大小のひ
ねりが連続することでしなやかな可動
性と独特な表情を持つマシンチェーン
だ。
　シリンダー制御で製造するタネル
チェーンには、機械工学の知識とデー
タ分析を組み合わせたアプローチが
必要不可欠。最終的には、工学的デー

タだけでなく、目と手で仕上がり
を見極める職人の肌感覚を融合
させることで、均整のとれたひね
りの美しさと、チェーン全体のし

なやかさが高い完
成度で表現され
る。これは、長年蓄
積してきた桑山の
工学的知見と、職
人の経験に裏打ち
された技を掛け合
わせた製造力の一
例となる。
　世界中のジュエ
リーブランドやバイ
ヤ ー が 集 ま る

「Jewellery & Gem WORLD 
Hong Kong（JGW）」でも、桑山の作
品としてタネルチェーンを発表したとこ
ろ、会場随一の仕上がりと高評価の声
を得ていた。
　また、金地金が高騰する中、プラチ
ナとのコンビにすることで、金・プラチ

ナ双方の輝きを楽しむことができるだ
けでなく、コストバランスも考慮した製
品としての魅力にも注目したい。線径や
品位展開も多様に取り揃えている。サ
ンプルの用意や企画の相談、OEM／
ODMの依頼は、同社ホームページか
ら気軽に連絡できる。
　桑山の香港ジュエリーフェアへの出
展は、1998年に始まり、2025年まで
28年にわたり連続出展を続けている。
これに加え、世界各国の海外見本市
にも積極的に参加し、グローバル市場
の開拓に取り組んできた。こうした継
続的な海外見本市への挑戦を通じ
て、自社の研鑽や技術力の向上に努め
ている。
　各フェアには個性があり、アメリカ
（ラスベガス）で開催されるJCKは米国
市場直結、イタリアで開催される
Vicenzaoroは意匠や潮流の観察に
適すると考えられている。近年桑山が
出展を続けているJGWは、開かれた
貿易環境と国際物流ハブという地の利

を背景に、商談が前に進みやすい展
示会として知られている。
　なかでも桑山は、有名ジュエリーブ
ランドが名を連ねる「プレミアパビリオ
ン」に出展。9月19日にはプラチナジュ
エリーの国際的広報機関であるプラ
チナ・ギルド・インターナショナル
（PGI）主催のパネルディスカッション
にも参加し、プラチナジュエリーの市
場動向や桑山の製品について業界の
キーパーソンたちと意見を交わした。
　中国とタイに事業拠点を持つ桑山
にとって、香港での展示会は、新規開
拓と既存取引の深耕を図るうえで重要
な機会と位置づけられた。来場者の反
応も良好で、満足のいく成果を得てい
た。
　金相場は今後も高騰基調が続くと
見込まれ、プラチナへの関心の高まり
も想定される。今回の展示会で得た手
応えは、桑山のさらなる進化に向けた
示唆となる。今後は、見積もりと試作の
リードタイムを着実に短縮し、Pt950の
標準仕様を丁寧に整備しながら、市場
を見据えた開発を進めていく。中国・タ
イ拠点で培った運営・物流の経験をい
かし、これからも「心と夢を輝きでむす
ぶ」を世界へ届けていく。

　子ども支援専
門の国際 NGO
公益社団法人
セーブ・ザ・チル
ドレン・ジャパン
（理事長：井田純
一郎、本部：東京
都千代田区）は、

2009年から16年近くにわたり、ブルガ
リ財団（ブルガリ副CEO：ラウラ・ブル
デーゼ）と世界中のすべての子どもと

若 者 に
とって、
未来をよ
り良い場
所にする
という共
通 の ビ
ジョンを
共有して
きた。
　 セ ー

ブ・ザ・チルドレンとブルガリの共通の
ビジョンは、社会を変えて行こうとする
力とラグジュアリーの世界との深い絆
は単なるパートナーシップの枠を超
え、傾聴と変革を重ねながら、夢を現
実へと形づくってきた歩みとなってい
る。
　セーブ・ザ・チルドレンは、ブルガリと
の歩みの中で、世界39ヶ国で140以上
のプロジェクトをともに展開し、240万
人以上の子どもたちを支援してきた。ま

た、ブルガリの5つのシルバージュエ
リーコレクションについて、ブルガリ財
団から1点につき95ユーロがセーブ・
ザ・チルドレンに寄付され、これまでに
寄付額は累計で1億2,000万ドル以上
に達している。
　このパートナーシップは今日、ラグ
ジュアリー業界における唯一無二のモ
デルとなっており、ビジネスの成功が社
会のために価値を生み出すことができ
る、同時にそうすべきであるという揺る
ぎなき例となっている。
　長年にわたるこの取り組みは民間セ
クターと非営利セクターとの間の提携
であり、ビジネスを行うことと社会貢献
を行うことが別々の道ではなく、共に前
進できることの証ともなっている。
　そして今、両社はこの物語を未来に
繋ぐため、若い世代に共有したいと考
えている。これまでの道のりをただ振り
返るのではなく、新たな可能性を切り
拓くきっかけとして、若い世代の彼らを

惹きつけ、刺激するためにマスタークラ
スのシリーズを開始した。
　2024年11月にボストンのハーバー
ドビジネススクールで始まり、2025年9
月には東京の慶應義塾大学で、両社の
歩み、価値観、そしてパーパスに基づい
たパートナーシップのインパクトを共
有した。
　セーブ・ザ・チルドレンは、ブルガリ 
財団とのこの連携が、希望に満ちた目
で社会に出る次世代の人々によって受
け継がれ、さらに発展していくことを
願っている。そして何より最も重要なの
は、私たち一人ひとりが、すべての子ど
もたちが取り残されない未来のため
に、何ができるかを考えていくこと。
セーブ・ザ・チルドレンとブルガリ財団
は、アイデア、才能、そしてそれらが生む
美しさの力を信じている。この物語の
未来を描くのは、若い世代自身。だから
こそ、私たちはその力を信じているとし
ている。

　ブランド創業130年の喜びを祝し、
Swarovskiはパリで最も有名な大通り
を彩るシャンゼリゼ通りイルミネーショ
ンのスポンサーを独占的に務める。
　パリ市およびシャンゼリゼ委員会と
のパートナーシップにより、イルミネー
ションは11月16日～2026年1月4日ま
で点灯。オープニングセレモニーには、
フランスを代表する女優でイルミネー

　日本百貨店協会による10月の全国
百貨店の売上高総額は、4,668億円
余と11月25日付で発表された。
　前年同月比（増減率）をみると、全国
が4.3％（3カ月連続プラス）、10都市
（10地区）は5.5％（3カ月連続プラス）
10都市以外（7地区）は0.1％（2カ月
ぶりプラス）、国内3.9％（3カ月連続プ
ラス）、インバウンド（免税売上）は、

7.5％（8カ
月ぶりプラ
ス）と推移
している。
　10月の

売上高は4.3％増と3カ月連続で前年
を上回り、入店客数も2.2％増と2カ月
ぶりにプラスに転換した。インバウンド
売上が7.7％増と8カ月ぶりにプラスに
なったほか、国内売上も好調だった。z
下旬以降の気温低下に伴い秋冬物衣
類品が好調に推移したことに加え、化
粧品や時計・宝飾等の高額品を含む
雑貨と身の回り品が伸長し、全体を押

し上げた。
　インバウンド売上は、国慶節休暇に
よる客数増もあり、売上高546億円
（7.5％増／シェア11.7％）、購買客数
56.4万人（8.9％増）と、共に10月とし
て過去最高を記録。為替相場が円安
基調に触れ、ラグジュアリーブランドの
バッグ等、身の回り品が好調に推移
し、一般物品が5.5％増と8カ月ぶりに
プラス。国別では、中国、台湾が購買客
数共にプラス。
　美術・宝飾・貴金属の売上高は
5 , 0 9 5 , 5 2 7（ 千 円 ）で、総 額
466,875,874（千円）のうち、10.9％
を占めている。売上前年比として
は16.2％で3カ月連続プラス。
　都市別売上高（千円／構成
比％）は、東京（135,803,131／
29.1）、大阪（84,704 ,535／
18.1）、名古屋（35,194,891／
7.5）。

　 宝 飾
品・貴金
属 の 製
造・販売

を手掛ける㈱エヌジェー
（東京・台東区、取締役社
長：土屋健夫）が主催する
ユーザー展「GRAND FA
IR 2025」が、11月22日・23日の2日
間、ザ・プリンスパークタワー東京で開
催され、広い空間でジュエリーの輝き
と煌めきの世界を演出し、目標を超え
る売上を記録した。
　会場では2025年の新作ジュエリー
をはじめ、国内外の厳選されたブランド
ジュエリーなど多数揃え、関東を中心に
全国から訪れた来場者を魅了した。
　特集は「SPECIAL MINE JEWEL-
RY」―鉱山からの贈り物―。限られた
資源「宝石」は、今現在も世界中で採
掘され続けている。同展示会では鉱山
（マイン）をクローズアップし、すでに閉
山している「CLOSED MINE」や、高い
品質の宝石が採掘される「SPECIAL 
MINE」の石を特集。地球が土の奥深
く、数億年の長い年月をかけて生み出
した希少なコレクションで楽しませた。
　クローズドマインコレクションは、その
名の通り、閉山してしまった鉱山の希少
な宝石を集めたコレクションで、今はも
う二度と採掘されることの無い入手が
困難なジュエリーを紹介した。さらに、良
い石を採掘できる特別な鉱山（スペシャ
ルマイン）の宝石も合わせて披露した。
　ピックアップブランドのイタリア・ヴァ
レンツァの至宝「ピキョッティ」では、両日
ともピキョッティが生み出すジュエリー

の美しさと素晴ら
しさを特別な空間
で紹介し、どの作
品を見ても、その
技術と創作意欲
の高さに圧倒され
た。さらには創業
者のピキョッティ
氏が来日し、ファ

ンを喜ば
せた。
　また、
同社が力
を入れて
いるタイ
でNo . 1
のナチュ

ラルダイヤモンドのジュエリーブランド
「Jubilee Diamond」が、他にはない独
創的なデザインで人気を集めている。タ
イの企業ながら海外で通用する力強い
デザインで繊細なつくりが魅力。タイで
は既に約130店舗を展開し、富裕層向
けのハイクラスから、ラグジュアリー、ミド
ルとどのクラスにも対応できるコレクショ
ンを揃えられるのが最大の強みだ。
　イベントは、会場内特設ステージに
て、１日３回の「アコーディオンLive」で
来場者を楽しませ、輝くジュエリーと共
に、巧みに操られた感動の音色が披露
された。

　同社の今後の予定としては、12月8
日にシェラトン・グランデ・トーキョーベ
イ・ホテル１階THE CLUB Fujiにて、
「Christmas Jewelry Party 2025」
を開催する。

「タネルチェーン」を一貫生産
挑戦続ける海外でも高評価
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左より慶應義塾大学名誉教授田村次朗氏、ブルガリ副CEO 
ラウラ・ブルデーゼ氏、公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・
ジャパン専務理事・事務局長髙井明子

ションのゴッドマザーであるレア・セ
ドゥ氏と、フランス系カナダ人シンガー
ソングライターのシャルロット・カルダ
ン氏が出席し、星空の下で魅惑的なパ
フォーマンスを披露した。

　世界で最もエレガントな大
通りのひとつをさらに輝かせ
るシャンゼリゼ通りのイルミ
ネーションは、毎年パリのホ
リデーシーズンを象徴するイ
ベントとして世界中から訪れ
る人々を魅了する。今年は
Swarovskiがエクスクルーシ

ブスポンサーとし
て光のインスタ
レーションを提供
し、フェスティブ

シーズンを通じて美と輝きを届ける。
　1895年以来、熟練した光の匠として
知られるSwarovskiは、130年にわた
り光の都であるパリと深い絆を築いて
きた。創業者ダニエル・スワロフスキー
氏が世界初の電動クリスタルカッティ
ングマシンを発明した後、1900年のパ
リ万国博覧会でその先見性を披露。以
来、パリのファッションハウスにクリスタ

ルを供給し、Swarovskiとパリ、そして
ファッション業界との関係は今日まで
続いている。
　Swarovskiとパリ市は、芸術性、革
新性、光を通じた喜びへの情熱を共有
するだけでなく、フランスの文化的・創
造的な発展を支援する使命も担って
いる。両者はANDAMファッションア
ワードで新進デザイナーを支援し、
Swarovskiクリスタルは毎シーズン、パ
リ・ファッションウィークでトップデザイ
ナーのルックを輝かせている。
　イルミネーションに加え、Swarovs-
kiの光の技はパリ各地で見ることがで
きる。シャンゼリゼ通りのロン・ポワン
噴水では、Swarovskiのクリスタル
チェーンが回転し、繊細な光のダンス
を演出。そのうえパリ郊外のヴェルサイ
ユ宮殿では、Swarovskiの専門家が
豪華なバロック様式のシャンデリアを
修復し、LEDキャンドルライトを設置し
てその輝きを一層高めた。
　さらにSwarovskiの130周年とシャ
ンゼリゼ通りイルミネーションを記念
し、パリの凱旋門近くにポップアップス
トアがオープンする。

創業130周年を記念し
光の都パリに更なる輝きをもたらす

Swarovski

2025年10月の売上高総額4668億円余
美術・宝飾・貴金属は509億余

全国百貨店売上高概況

CTスキャン使用
天女、花珠、鑑別書

※天女、ロイヤル天女は日本宝石科学協会で商標登録されています
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